
 
 
 
 
 

 
 
 

 『わくわく』、『ドキドキ』、『わくわくだけど、頭が真っ白』。これは、新学期をスタートしたその時の気

持ちを表現した６年生の言葉です。その中で、植木そらさんの作文に目が止まりました。 

 

 

 

 

 

  

「変えられるチャンス」・・・進級し、心も体も大きく成長した子どもたち。どの子どもも「自分を変え

たい」「もっとできるようになりたい、分かるようになりたい」と強い思いや願いを持っています。そ

のことは、日々の学習や行事、部活動など学校生活の中で、今までに増して生き生きと活動する子ど

の姿から痛いほど伝わってきます。  

 新学期は、これまでの自分を「変えるチャンス、伸ばすチャンス」が

たくさんあります。そのチャンスをつかむためには、具体的な目標を

決めて、ゴールに向かって一歩一歩の努力を続けていくことが大切

です。一人一人の地道な一歩が、大きな未来を創ります。 

 

 

新 7年生が「中学生」を実感する瞬間でした。 

4 月 11 日、生徒会が主催する中学部の対面式

が行われました。7年生の表情は少々緊張してい

ましたが、中学部の一員となる責任と覚悟を意識

した挨拶をすることができました。中学部 42 名

一人一人が学校の代表です。そして、一人一人の

輝きが、学校を動かす原動力となります。校歌に

もあるように、「理想

を高め、自立の力を身

につけて、社会に尽く

す人」に成長してほし

いと願っています。 

 
 
 
月 日 行事等 

４ 

月 

１９ （６・９年）全国学力学習状況調査 

２１ （中）自然体験学習 

２２ （中）自然体験学習 （小）キラリっ子集会 

２６ 東峰ジャンプ 

２７ 全校草取り 縦割り班栽培活動 

２８ PTA総会・学習参観・学級分会 

５ 

月 

１０ 家庭訪問① （小）キラリっ子集会 

１１ 家庭訪問② 

１２ （中）中間考査① 

１３ （中）中間考査② 家庭訪問③ 

１６ 家庭訪問④ 

１７ 家庭訪問⑤ 

１９ 引き渡し訓練（下校時） 全校草取り 

２３ 子ども読書の日 

３１ １時間遅れ登校訓練 プールそうじ 
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チャンス！ チャンス！ 

「たくさん しゃべりたい」  

6年 植木そら  

 最後の一年間は、できるだけ友だちや先生とおしゃべりをしたいです。今までは、人見知

りもあって、仲のいい友だちと多く話していました。けれど、6年生になったことを変えら

れるチャンスの時と思って、ちゃんと自分からしゃべりたいです。そのために、よくその人

を知るために、話を聞いたり、身近な話題や困ったときに話しかけたり、コツコツと努力し

ていきたいです。 

４月 朝の登校風景 

対面式後、歓談する 7年生の様子 

ドキドキの対面式…7年生 4月・5月のスケジュール 


